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学び続ける教師を目指して 
姶良・伊佐教育事務所長  児玉 恭子 

令和４年は皆さんにとってどんな１年だったでしょうか？コロナ禍対応に苦労？ＩＣＴ対応

に奮闘？Ｗ杯に励まされた？私は，学校現場の皆さんに希望の光を見せていただいた年でした。

様々な制限に悩まされながらも，工夫しながら懸命に授業や行事，研修に取り組む先生方，限ら

れた時間での運動会で精一杯走り，踊り，応援する子供たちの生き生きとした笑顔。大変なこと

や暗いニュースも多い中，教育はやはり希望，明るい未来を作る力の源であると再認識した年で

した。 

前号では，これからの時代を生きる子供たちに必要とされる資質・能力について触れましたが，

今回は，これからの教育を担う教師に求められる資質や能力について考えたいと思います。ご存

じのとおり，免許更新制の廃止に伴い，新たな教師の研修制度が始まります。どのような資質を

身に付けなければならないかステージ毎に示された「かごしま教員等育成指標」に照らし，自分

に必要な研修を管理職の先生方と相談しながら計画・実施する。つまり，自らの課題を見つけ，

見通しと計画をもって主体的にその解決に当たることが求められます。オンライン研修などを利

用した個別最適な学びや，同僚や他校の先生方等との協働的な学びの一体的充実を図りながら。

聞いたことのあるワードばかりですね。教師の学びも子供の学びと同じです。 

初任の頃に読んだ大村はま先生の「教えるということ」の一節を思い出します。「子どもとい

うのは，身のほども忘れて，伸びようとしたり，伸びたいと思っている人間です。･･･その子ども

たちと同じ気持ちになることが，まず大事でしょう。」大切なことは今も昔も変わらないのかも

しれません。 

アクティブ・ラーナーである教師こそが，子供たちをアクティブ・ラーナーたらしめることが

できます。そのことこそが教師の創造的で魅力のある仕事です。私たち教育事務所もそのための

情報提供（本号は校内研修・生徒指導・学力向上・服務の厳正確保という観点から）に努めます。 

来年10月に開催されるかごしま国体・かごしま大会（以下「両大会」という。）まで，いよいよ１年を

切りました。両大会には，選手・監督や大会関係者，観覧者を合わせて，およそ80万人の方々が来県

すると見込まれています。両大会が大成功に終わるとともに，本県を訪れる一人でも多くの方々に

「鹿児島に来て良かった。また鹿児島に来たい。」と思っていただけるように，私たち県民が両大会

への理解を深め，おもてなしの心でお迎えすることが大切です。 

そのため，県実行委員会では，出張授業や「2023おもてなし隊」の募集，「心のバリアフリー」

啓発資料の周知等，様々な活動を進めていますが，県実行委員会等とタイアップし，障害者ス

ポーツ体験や「ゆめ～KIBAIYANSE～ダンス」を通して，両大会に向けた気運を盛り上げている

本地区の学校が増えています。また，両大会までのカウントダウンボードを作成し，校内に掲

示している学校もあります。「１学校１実践」を合言葉に，各学校で両大会に関する活動に積

極的に取り組んでいただき，両大会に向けた気運を醸成していきましょう。 

県民総参加で，かごしま国体・かごしま大会を盛り上げよう!! 

令 和 ４ 年 12 ⽉ 号            

 

障害者スポーツ体験（富隈小） 

実行委員会 
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 令和の日本型学校教育を担う教師及び教職員集団 

・ 変化を前向きに受け止め，教職生涯を通じて学び続ける 

・ 子供一人一人の学びを最大限に引き出す役割を果たす 

・ 子供の主体的な学びを支援する伴奏者としての能力も備えている 

・ チームとして力を発揮する 

・ 教師が創造的で魅力ある仕事であることが認識され，教師自身も志気を高め，誇りを持っ

て働くことができる                   ＜中教審答申より一部抜粋＞ 



 

★御意⾒・御感想をお待ちしています。 
 ☎︓0995-63-8137  ✉︓aira isa-shido@pref .kagoshima. lg. jp  

日々の授業改善につながる授業研究研修の充実 



 
「個別と具体で」対応を ～一人一人の児童生徒に寄り添う～ 



姶良・伊佐教育事務所員が紹介する 

私 の 元 気 の 出 る 言 葉 ⑩  
 

 

 

 

異動のたびにやってくる１年目。これまでに，
１年目を５回経験しましたが，それぞれの１年
目を今でも鮮明に覚えています。期待や不安，
緊張の中で出会った新しい仲間とともに，新た
な発見の中で過ごした時期は，厳しいこともあ
りましたが，今でも暖かい思い出として残って
います。 

緊張で体全体に力が入っている私に，先輩
が，「力を抜いてやればいいよ。」と声をかけて
くださいました。その後に続いた言葉が「『だ』
も抜いて頑張って。」でした。すぐに意味を理解
できなかった私でしたが，「１年目だからの
『だ』を抜いて言い訳せずに，今すぐに目の前
の課題に全力でぶつかりなさい。」と諭してく
ださったのです。 

自分に言い訳をするときに「○○だから」を
使ってしまいがちです。この言葉は，消極的な
自分が出てしまいそうになったときに，「前向き
にがんばろう！」と気持ちを新たに，自分を奮い
立たせてくれる言葉になっています。 （S.K） 

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果から 


